（R07　夏　府高教　専門部【女性部】）
項目Ⅱ２，３，５
〇　教員の新規採用については、定数事情が厳しい中ではあるが、令和7年度には、府立高等学校において、221名を採用した。
〇　今後とも、将来の退職者や生徒数の動向等を見極めながら、適切な定数管理を図り、可能な限り新規採用教員の確保に努めてまいる。
〇　府立学校の教職員の配置については、法令に基づき、各学校の学級数に応じて措置することを基本としているが、依然、定数事情が厳しい状況にある中、効果的に教職員を配置する観点から、教育振興室とともに学校の実情や取組み状況などのヒアリングを行うなど、その結果をもとに状況に応じて教員加配を行ったところ。
〇　産休・育休・病休・育短などの代替措置については、業務に支障が出ないよう、各学校の状況等をお聞きしながら適切に対応してまいる。
〇また、養護教諭については、いじめや不登校、暴力行為など、「心身の健康問題」を抱える生徒が多い学校などへ複数配置を行ってきたところであり、今後は54校について複数配置を行った。
〇　今後とも各校の取組の実情を勘案し、適切な定数措置を行ってまいりたい。
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